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日
本
ア
ス
フ

ル
ト
合
材
協

会︵
日
合
協
今
泉
保
彦
会
長
︶

が
ま
と
め
た
会
員
以
外
の
工
場

を
含
む
２
０
２
３
年
度
の
﹁
ア

ス
フ

ル
ト
合
材
統
計
年
報
﹂

に
よ
る
と

合
材
製
造
量
は
前

年
度
比
６
・
３
％
減
の
３
６
３

６
万

で
過
去
最
低
を
更
新
し

た

減
少
は
３
年
連
続

製
造

量
の
合
計
は
８
０
０
０
万

を

超
え
た
１
９
９
２
年
度
を
ピ


ク
に
減
少
し

２
年
連
続
で
４

０
０
０
万

を
下
回

た

稼

働
率
の
低
下
を
は
じ
め
需
要
減

の
影
響
が
広
が

て
い
る


　
調
査
は
全
国
の
１
０
２
０
工

場
︵
う
ち
日
合
協
会
員
８
８
０

工
場
︶
が
対
象

こ
の
う
ち
９

７
３
工
場
が
回
答
し
た

回
収

率
は

・
４
％


　
新
規
材

再
生
材
の
製
造
量

の
減
少
は
い
ず
れ
も
３
年
連

続

高
規
格
道
路
な
ど
向
け
の

新
規
材
は
９
・
６
％
減
の
８
９

１
万


一
般
道
が
多
い
再
生

材
は
５
・
４
％
減
の
２
７
４
５

万


再
生
材
の
割
合
は

・

５
％

こ
こ

年
程
度
は
新
規

材
と
再
生
材
の
比
率
が
１
対
３

で
推
移
し
て
い
る

再
生
材
の

製
造
技
術
の
進
展
で
ク
オ
リ
テ



が
高
ま

て
い
る
こ
と
も

あ
り

１
９
９
２
年
の

・
１

％
か
ら
大
き
く
増
加
し
た


　
地
域
別
に
見
る
と

仮
設
プ

ラ
ン
ト
分
を
除
く
製
造
量
は
全

９
地
域
で
減
少

前
年
度
か
ら

の
減
少
幅
が
最
も
大
き
か

た

の
は
東
北
で

・
４
％
減
の
４

０
６
万


減
少
幅
が
小
さ
か


た
の
は
北
陸
で
１
・
７
％
減

の
１
８
８
万



　
都
道
府
県
別
で
は

前
年
度

か
ら
増
加
し
た
の
は
▽
山
形
▽

石
川
▽
奈
良
▽
島
根
▽
岡
山
▽

愛
媛
▽
大
分
｜
の
７
県
に
と
ど

ま

た

増
加
幅
が
最
も
大
き

か

た
の
は
反
動
増
が
あ

た

島
根
県
の

・
４
％
増
︵

万


︶

石
川
県
は
能
登
半
島
地

震
の
復
旧
工
事
に
伴
い
５
・
９

％
増
加
し
た

製
造
量
が
最
も

多
か

た
の
は
埼
玉
県
の
２
４

０
万
︵
４
・
１
％
減
︶だ

た


　
工
場
の
１
時
間
当
た
り
の
製

造
能
力
の
合
計
は
０
・
５
％
減

の
８
万
６
４
１
３


平
均
稼

働
率
は
２
・
１

低
下
の

・

１
％
だ

た

９
地
域
の
う
ち

平
均
稼
働
率
を
上
回

た
の
は

関
東
︵

・
４
％
︶

中
部

︵

・
０
％
︶

近
畿
︵

・

１
％
︶
の
３
地
区

都
道
府
県

別
で
は
最
高
は
東
京
の

・
４

％

最
低
は
長
野
の

・
９
％

だ

た


　
製
品
の
出
荷
先
を
多
い
順
に

見
る
と

最
も
多
か

た
の
が

市
町
村
道
の
１
１
８
９
万

で

全
体
の
３
割
超
を
占
め
た

次

い
で
民
間
の
１
０
５
７
万



都
道
府
県
道
の
７
７
４
万



国
道
の
２
３
８
万


高
速
道

路
会
社
の
２
１
５
万


他
官

庁
の
１
５
９
万

と
続
い
た


民
間
は
駐
車
場

モ

タ

プ


ル

物
流
施
設
な
ど
が
主
な

使
用
用
途
と
な
る

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